
(57)【要約】

【課題】　シール面部により比較的多くの潤滑油を保持

できながら、回転駆動時でも潤滑油が外部に飛散するこ

とを防止できる流体軸受装置を提供する。

【解決手段】　スリーブ１の内周面における開口端７の

近傍箇所に、シャフト４との隙間部分に潤滑油５を充填

させるシール面部８を設け、このシール面部８の断面形

状を、シール面部８のラジアル軸受部側端部８ｂにおけ

るシャフト４外周面との間の隙間が最も小さく、シール

面部８のラジアル軸受部側端部８ｂと開口端側端部８ａ

との間の中間部８ｃでシャフト４外周面との間の隙間が

最も大きく、シール面部８の開口端側端部８ａ箇所でシ

ャフト４外周面との間の隙間が前記中間部８ｃにおける

隙間よりも小さくなるように形成した。この構成により

、多くの量の潤滑油５を保持でき、ラジアル軸受部６の

寸法長さを十分にとることができ、さらに、回転駆動時

でも潤滑油５が外部に飛散することを防止できる。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス リ ー ブ と 、
　 こ の ス リ ー ブ に 所 定 隙 間 を 介 し て 挿 入 さ れ た シ ャ フ ト と 、
　 こ の ス リ ー ブ に シ ャ フ ト を 回 転 自 在 に 支 持 さ せ る ラ ジ ア ル 軸 受 部 と 、
　 ラ ジ ア ル 軸 受 部 の 箇 所 を 含 め て ス リ ー ブ と シ ャ フ ト と の 間 の 隙 間 に 充 填 さ れ た 潤 滑 油 と
、
　 ス リ ー ブ 内 周 面 に お け る 開 口 端 の 近 傍 箇 所 に お い て 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 の 部 分 よ り も 大 き
い 隙 間 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て 、 シ ャ フ ト と の 隙 間 部 分 に 潤 滑 油 が 充 填 さ れ る シ ー ル 面
部 と
を 備 え た 流 体 軸 受 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ル 面 部 の 断 面 形 状 が 、 シ ー ル 面 部 の ラ ジ ア ル 軸 受 部 側 端 部 に お け る シ ャ フ ト 外
周 面 と の 間 の 隙 間 が 最 も 小 さ く 、 シ ー ル 面 部 の ラ ジ ア ル 軸 受 部 側 端 部 と シ ー ル 面 部 の 開 口
端 側 端 部 と の 間 の 中 間 部 で シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 最 も 大 き く 、 シ ー ル 面 部 の 開 口
端 側 端 部 箇 所 で シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 前 記 中 間 部 に お け る 隙 間 よ り も 小 さ く な る
よ う に 形 成 さ れ た 流 体 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 シ ー ル 面 部 の 断 面 形 状 が 、 略 円 孤 形 に 窪 む 形 状 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 流 体 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 シ ー ル 面 部 の 断 面 形 状 が 、 略 三 角 形 に 窪 む 形 状 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 流 体 軸 受 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 用 の ス ピ ン ド ル モ ー タ な ど に 適 し た 流 体 軸 受 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 の ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 の 高 容 量 化 に 伴 い 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 の ス ピ ン ド ル モ ー タ
な ど に 用 い ら れ て い る 軸 受 装 置 と し て 、 従 来 用 い ら れ た 玉 軸 受 装 置 に 代 わ っ て 、 玉 軸 受 よ
り も 回 転 精 度 が 優 れ 、 し か も 静 音 性 に も 優 れ て い る 流 体 軸 受 装 置 が 多 く 用 い ら れ つ つ あ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 従 来 の 流 体 軸 受 装 置 は 、 図 ６ 、 図 ７ に 概 略 的 に 示 す よ う に 、 中 央 部 に 挿 通 孔 を
有 す る ス リ ー ブ ５ １ に 、 磁 気 デ ィ ス ク が 固 定 さ れ る ハ ブ ５ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る と と も
に ス ピ ン ド ル モ ー タ 部 ５ ３ に よ り 回 転 駆 動 さ れ る シ ャ フ ト ５ ４ を 、 所 定 隙 間 を 介 し て 挿 入
さ せ 、 シ ャ フ ト ５ ４ と ス リ ー ブ ５ １ と の 間 の 隙 間 に 、 潤 滑 油 ５ ５ を 充 填 さ せ て い る 。 ま た
、 シ ャ フ ト ５ ４ の 外 周 面 と ス リ ー ブ ５ １ の 内 周 面 と の 互 い に 対 向 す る 面 に お け る 少 な く と
も 一 方 に ヘ リ ン グ ボ ー ン 形 状 な ど の 動 圧 発 生 溝 を 形 成 し て ラ ジ ア ル 軸 受 部 ５ ６ を 構 成 し て
お り 、 こ の ラ ジ ア ル 軸 受 部 ５ ６ の 箇 所 に も 潤 滑 油 ５ ５ が 充 填 さ れ て い る 。 そ し て 、 ス ピ ン
ド ル モ ー タ 部 ５ ３ に よ り シ ャ フ ト ５ ４ が 回 転 駆 動 さ れ る と 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 ５ ６ の 動 圧 発
生 溝 の 給 油 作 用 に よ り 潤 滑 油 ５ ５ に 圧 力 を 発 生 し 、 ス リ ー ブ ５ １ で シ ャ フ ト ５ ４ が 一 定 量
の 隙 間 を 有 し た 姿 勢 で 回 転 自 在 に 支 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 シ ャ フ ト ５ ４ に お け る 開 口 端 ５ ７ に 臨 む 外 周 部 の 箇 所 に は 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 ５ ６
の 部 分 よ り も 大 き い 隙 間 を 有 す る よ う に シ ー ル 面 部 ５ ８ が シ ャ フ ト 軸 Ｘ 側 に 切 欠 か れ て 形
成 さ れ 、 回 転 駆 動 時 に お い て も 潤 滑 油 ５ ５ が こ の シ ー ル 面 部 ５ ８ と ス リ ー ブ ５ １ と の 間 の
隙 間 に 溜 め ら れ る 。 こ の シ ー ル 面 部 ５ ８ が 設 け ら れ て い る 箇 所 に は 比 較 的 多 く の 量 の 潤 滑
油 ５ ５ を 溜 め る こ と が で き る の で 、 潤 滑 油 ５ ５ の 一 部 が 蒸 発 す る な ど し て そ の 量 が 減 少 し
た 場 合 で も 、 シ ー ル 面 部 ５ ８ に 溜 め ら れ た 潤 滑 油 ５ ５ が 毛 細 管 現 象 に よ り ラ ジ ア ル 軸 受 部
５ ６ 側 に 流 入 し 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 ５ ６ で は 常 に 潤 滑 油 ５ ５ が 満 た さ れ た 状 態 に 保 持 さ れ て
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、 軸 受 性 能 が 良 好 に 維 持 さ れ る よ う に 図 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 こ の 種 の 流 体 軸 受 装 置 を 有 す る ス ピ ン ド ル モ ー タ な ど が 用 い ら れ て い る ハ ー
ド デ ィ ス ク 装 置 な ど で も 、 よ り 小 さ い ス ペ ー ス に 収 納 で き る よ う な 小 型 の も の が 望 ま れ て
お り 、 こ の 要 望 に 応 じ て 、 ス ピ ン ド ル モ ー タ 、 ひ い て は 流 体 軸 受 装 置 も 小 型 化 す る こ と が
要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 図 ７ に 示 す よ う な 、 シ ャ フ ト ５ ４ の 外 周 部 を シ ャ フ ト 軸 Ｘ 側 に 切 欠
い て シ ー ル 面 部 ５ ８ を 形 成 す る 構 造 に お い て は 、 シ ャ フ ト ５ ４ 自 体 の シ ャ フ ト 軸 Ｘ に 直 交
す る 面 の 断 面 積 が 小 さ い の で 、 シ ャ フ ト ５ ４ を 切 欠 い て 形 成 す る シ ー ル 面 部 ５ ８ の 潤 滑 油
５ ５ の 保 持 容 量 が あ ま り 大 き く で き ず 、 シ ャ フ ト ５ ４ の 直 径 が 小 さ い 場 合 に は 、 さ ら に こ
の 現 象 が 顕 著 と な り 、 十 分 な 量 の 潤 滑 油 ５ ５ を 保 持 で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 シ ー ル 面 部 ５ ８ の 容 量 を 大 き く す る た め に 、 シ ャ フ ト ５ ４ の 外 周 部 を 大 き く 切 欠
く と 、 そ の 箇 所 の 実 質 的 な 軸 径 が 極 め て 小 さ く な り 、 ハ ブ ５ ２ な ど を 支 持 す る シ ャ フ ト ５
４ の 軸 強 度 が 弱 く な る 欠 点 も 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に 対 処 す る 方 法 と し て 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 面 部 ６ １ を 、 シ ャ フ ト ５ ４ で は
な く て 、 ス リ ー ブ ５ １ に お け る 開 口 端 ５ ７ に 臨 む 内 周 部 に 形 成 し た も の が あ り 、 こ の 種 の
流 体 軸 受 装 置 は 例 え ば 特 許 文 献 １ な ど に 開 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 シ ー ル 面 部 ６ １ は 、 そ
の 断 面 形 状 が 、 開 口 端 ５ ７ 側 ほ ど シ ャ フ ト ５ ４ と の 隙 間 が 広 が る よ う な 単 な る １ つ の 傾 斜
面 で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 シ ー ル 面 部 ６ １ が 、 シ ャ フ ト ５ ４ の 外 周 部 よ り
も 直 径 の 大 き な ス リ ー ブ ５ １ の 内 周 部 に 形 成 さ れ て い る の で 、 シ ー ル 面 部 ６ １ を シ ャ フ ト
５ ４ の 外 周 部 に 形 成 す る 場 合 と 比 較 す る と 、 多 目 の 量 の 潤 滑 油 ５ ５ を 溜 め る こ と が で き る
シ ー ル 面 部 ６ １ を 構 成 で き る 。 ま た 、 シ ャ フ ト ５ ４ を 切 り 欠 か な く て 済 む の で 、 ハ ブ ５ ２
な ど を 支 持 す る シ ャ フ ト ５ ４ の 軸 強 度 が 低 下 し な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 ２ ９ ３ ７ ８ ３ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 図 ８ に 示 す よ う な 従 来 の 流 体 軸 受 装 置 の 構 造 を 採 用 し た 場 合 、 シ ー ル 面
部 ６ １ を 構 成 す る 傾 斜 面 の シ ャ フ ト 軸 Ｘ に 対 す る 傾 斜 角 度 θ １ （ な お 、 図 ８ に お い て は 、
シ ー ル 面 部 ６ １ を 構 成 す る 傾 斜 面 と シ ャ フ ト 軸 Ｘ と の 交 差 部 分 が 図 外 と な る の で 、 同 等 の
傾 斜 角 と な る 、 シ ャ フ ト 軸 Ｘ に 平 行 な 軸 線 に 対 す る 傾 斜 角 度 θ １ を 示 し て い る ） が 、 図 ８
に 示 す よ う に 、 小 さ な 角 度 で あ る と 、 多 量 の 潤 滑 油 ５ ５ を 保 持 で き る よ う に す る に は 、 シ
ー ル 面 部 ６ １ の 軸 方 向 長 さ と し て 大 き め の 寸 法 Ｌ １ が 必 要 と な る の で 、 そ の 分 、 ラ ジ ア ル
軸 受 部 ５ ６ を 設 け る こ と が で き る 寸 法 が 小 さ く な っ て 軸 受 剛 性 が 低 下 し て し ま い 、 特 に 、
小 型 化 の た め に シ ャ フ ト ５ ４ 自 体 の 長 さ が 小 さ い 場 合 に は 、 十 分 な 容 量 を 保 持 で き る シ ー
ル 面 部 ６ １ を 形 成 す る こ と が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 反 対 に 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 面 部 ６ １ を 構 成 す る 傾 斜 面 の シ ャ フ ト 軸 Ｘ に
対 す る 傾 斜 角 度 θ ２ を 大 き く 設 け る と 、 シ ー ル 面 部 ６ １ が 設 け ら れ て い る 軸 方 向 寸 法 Ｌ ２
が 小 さ く て も 多 量 の 潤 滑 油 ５ ５ を 保 持 で き る 一 方 、 流 体 軸 受 装 置 の シ ャ フ ト ５ ４ な ど を 回
転 駆 動 さ せ た 際 に 、 こ れ に 伴 っ て 回 転 す る よ う な 流 れ を 生 じ る 潤 滑 油 ５ ５ が 、 遠 心 力 に よ
り シ ー ル 面 部 ６ １ か ら 外 部 に 飛 散 し 易 く な り 、 潤 滑 油 ５ ５ が 外 部 に 漏 れ た 場 合 に は 、 ラ ジ
ア ル 軸 受 部 ５ ６ の 潤 滑 油 ５ ５ が 不 足 し た り 、 ハ ブ 等 が 汚 れ た り す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で 、 シ ー ル 面 部 に よ り 比 較 的 多 く の 潤 滑 油 を 保 持 で き
な が ら 、 回 転 駆 動 時 で も 潤 滑 油 が 外 部 に 飛 散 す る こ と を 防 止 で き る 流 体 軸 受 装 置 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 流 体 軸 受 装 置 は 、 ス リ ー ブ と 、 こ の ス リ ー ブ に 所 定
隙 間 を 介 し て 挿 入 さ れ た シ ャ フ ト と 、 こ の ス リ ー ブ に シ ャ フ ト を 回 転 自 在 に 支 持 さ せ る ラ
ジ ア ル 軸 受 部 と 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 の 箇 所 を 含 め て ス リ ー ブ と シ ャ フ ト と の 間 の 隙 間 に 充 填
さ れ た 潤 滑 油 と 、 ス リ ー ブ 内 周 面 に お け る 開 口 端 の 近 傍 箇 所 に お い て 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 の
部 分 よ り も 大 き い 隙 間 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て 、 シ ャ フ ト と の 隙 間 部 分 に 潤 滑 油 が 充 填
さ れ る シ ー ル 面 部 と を 備 え た 流 体 軸 受 装 置 で あ っ て 、 前 記 シ ー ル 面 部 の 断 面 形 状 が 、 シ ー
ル 面 部 の ラ ジ ア ル 軸 受 部 側 端 部 に お け る シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 最 も 小 さ く 、 シ ー
ル 面 部 の ラ ジ ア ル 軸 受 部 側 端 部 と シ ー ル 面 部 の 開 口 端 側 端 部 と の 間 の 中 間 部 で シ ャ フ ト 外
周 面 と の 間 の 隙 間 が 最 も 大 き く 、 シ ー ル 面 部 の 開 口 端 側 端 部 箇 所 で シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間
の 隙 間 が 前 記 中 間 部 に お け る 隙 間 よ り も 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ た も の で あ り 、 こ の 構
成 に よ れ ば 、 シ ー ル 面 部 と シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 を 容 易 に 大 き く す る こ と が で き る
の で 多 く の 量 の 潤 滑 油 を 保 持 で き 、 ま た 、 シ ー ル 面 部 の 開 口 端 か ら の 深 さ を 小 さ く で き る
の で ラ ジ ア ル 軸 受 部 の 寸 法 長 さ を 十 分 に と る こ と が で き 、 さ ら に 、 シ ー ル 面 部 の 開 口 端 側
端 部 箇 所 で シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 前 記 中 間 部 に お け る 隙 間 よ り も 小 さ い の で 、 回
転 駆 動 時 で も 潤 滑 油 が 外 部 に 飛 散 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 シ ー ル 面 部 の シ ャ フ ト 軸 に 対 す る 断 面 形 状 と し て は 、 例 え ば 、 略 円 孤 形 に 窪 む 形
状 と し た り 、 略 三 角 形 に 窪 む 形 状 と し た り す れ ば よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ー ル 面 部 の 断 面 形 状 を 、 シ ー ル 面 部 の ラ ジ ア ル 軸 受 部 側 端 部 に お け
る シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 最 も 小 さ く 、 シ ー ル 面 部 の ラ ジ ア ル 軸 受 部 側 端 部 と シ ー
ル 面 部 の 開 口 端 側 端 部 と の 間 の 中 間 部 で シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 最 も 大 き く 、 シ ー
ル 面 部 の 開 口 端 側 端 部 箇 所 で シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 前 記 中 間 部 に お け る 隙 間 よ り
も 小 さ く な る よ う に 形 成 さ せ た こ と に よ り 、 シ ー ル 面 部 と シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 に
多 く の 量 の 潤 滑 油 を 保 持 で き 、 ま た 、 シ ー ル 面 部 の 開 口 端 か ら の 深 さ を 小 さ く で き る の で
ラ ジ ア ル 軸 受 部 の 寸 法 長 さ を 十 分 に と る こ と が で き て 高 い 回 転 精 度 や 十 分 な 剛 性 を 得 る こ
と が で き 、 し か も 、 回 転 駆 動 時 で も 潤 滑 油 が 外 部 に 飛 散 す る こ と を 防 止 で き 、 良 好 な 信 頼
性 を 維 持 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 な お 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お い て は 流 体 軸 受 装 置 が 、 ハ ー ド デ ィ ス
ク 装 置 の ス ピ ン ド ル モ ー タ と し て 用 い ら れ て い る 場 合 を 述 べ る が 、 こ れ に 限 る も の で は な
い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 概 略 的 に 示 す よ う に 、 こ の 流 体 軸 受 装 置 は 、 中 央 部 に 挿 通 孔 を 有 す る
ス リ ー ブ １ に 、 磁 気 デ ィ ス ク が 固 定 さ れ る ハ ブ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る と と も に ス ピ ン ド
ル モ ー タ 部 ３ に よ り 回 転 駆 動 さ れ る シ ャ フ ト ４ を 、 所 定 隙 間 を 介 し て 挿 入 さ せ 、 シ ャ フ ト
４ と ス リ ー ブ １ と の 間 の 隙 間 に 、 潤 滑 油 ５ を 充 填 さ せ て い る 。 ま た 、 シ ャ フ ト ４ の 外 周 面
と ス リ ー ブ １ の 内 周 面 と の 互 い に 対 向 す る 面 に お け る 少 な く と も 一 方 に ヘ リ ン グ ボ ー ン 形
状 な ど の 動 圧 発 生 溝 を 形 成 し て ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ を 構 成 し て お り 、 こ の ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６
の 箇 所 を 含 め て 潤 滑 油 ５ が 充 填 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 シ ャ フ ト
４ と ス リ ー ブ １ と の 間 に お け る 奥 側 箇 所 と 開 口 部 寄 り 箇 所 と の ２ 箇 所 に そ れ ぞ れ ラ ジ ア ル
軸 受 部 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 シ ャ フ ト ４ の 端 部 に は シ ャ フ ト ４ よ り も 太 径 の ス ラ ス ト フ ラ ン ジ ９ が 取 り 付 け ら
れ 、 ス ラ ス ト フ ラ ン ジ ９ の 円 形 平 面 部 に 対 向 す る よ う に ス ラ ス ト プ レ ー ト １ ０ を 配 設 さ せ

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-155690 A 2005.6.16



て ス リ ー ブ １ に 固 定 し て お り 、 ス ラ ス ト フ ラ ン ジ ９ と ス ラ ス ト プ レ ー ト １ ０ と の 間 の 隙 間
に か け て も 潤 滑 油 ５ を 充 填 さ せ て い る 。 ま た 、 ス ラ ス ト フ ラ ン ジ ９ と ス ラ ス ト プ レ ー ト １
０ と の 対 向 面 に お け る 少 な く と も 一 方 の 面 に 動 圧 発 生 溝 を 形 成 し て ス ラ ス ト 軸 受 部 １ ２ を
構 成 し 、 さ ら に 、 シ ャ フ ト ４ の 端 部 に 隣 接 す る ス ラ ス ト プ レ ー ト １ ０ の 面 と こ の 面 に 対 向
す る ス リ ー ブ １ の 面 と に お け る 少 な く と も 一 方 に も 動 圧 発 生 溝 を 形 成 し て ス ラ ス ト 軸 受 部
１ ２ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 ス ピ ン ド ル モ ー タ 部 ３ に よ り シ ャ フ ト ４ が 回 転 駆 動 さ れ る と 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部
６ お よ び ス ラ ス ト 軸 受 部 １ ２ の 動 圧 発 生 溝 の 給 油 作 用 に よ り 潤 滑 油 ５ に 圧 力 を 発 生 し 、 ス
リ ー ブ １ で シ ャ フ ト ４ が 一 定 量 の 隙 間 を 有 し た 姿 勢 で 回 転 自 在 に 支 持 さ れ る よ う 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ス リ ー ブ １ の 内 周 に お け る 開 口 端 ７ の 近 傍 箇 所 に は 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ の 部 分 よ
り も 大 き い 隙 間 を 有 す る よ う に シ ー ル 面 部 ８ が 外 周 側 に 切 欠 か れ て 形 成 さ れ 、 回 転 駆 動 時
に お い て も 潤 滑 油 ５ が こ の シ ー ル 面 部 ８ と シ ャ フ ト ４ の 外 周 面 と の 間 の 隙 間 に 溜 め ら れ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 特 に 本 発 明 に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 面 部 ８ の 断 面 形 状 が 、 略 半 円 形 に 窪
む 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 シ ー ル 面 部 ８ の 開 口 端 側 端 部 ８ ａ の 箇 所 に お け る シ ャ
フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 、 シ ー ル 面 部 ８ の ラ ジ ア ル 軸 受 部 側 端 部 ８ ｂ の 箇 所 に お け る シ
ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 と 同 じ よ う に 最 も 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 シ
ー ル 面 部 ８ の 開 口 端 側 端 部 ８ ａ と ラ ジ ア ル 軸 受 部 側 端 部 ８ ｂ と の 間 の 中 間 部 ８ ｃ で シ ャ フ
ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 最 も 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ２ に お け る ５ ａ は 潤 滑 油 ５
の 液 面 で 、 潤 滑 油 ５ は 、 シ ー ル 面 部 ８ の 中 間 部 ８ ｃ と 開 口 端 側 端 部 ８ ａ と の 間 に 接 す る よ
う な 量 が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 シ ー ル 面 部 ８ を 、 そ の シ ャ フ ト 軸 Ｘ に 対 す る 断 面 形 状 が 、 中 間 部 ８
ｃ で シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 最 も 大 き く な る よ う に 形 成 し て い る の で 、 シ ー ル 面 部
８ と シ ャ フ ト ４ の 外 周 面 と の 間 の 隙 間 を 容 易 に 大 き く す る こ と が で き て 、 多 く の 量 の 潤 滑
油 ５ を 保 持 で き る 。 し た が っ て 、 潤 滑 油 ５ の 一 部 が 蒸 発 す る な ど し て そ の 量 が 減 少 し た 場
合 で も 、 シ ー ル 面 部 ８ に 溜 め ら れ た 潤 滑 油 ５ が 毛 細 管 現 象 に よ り ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ 側 に 流
入 し 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ で は 常 に 潤 滑 油 ５ が 満 た さ れ た 状 態 に 保 持 さ れ て 、 軸 受 性 能 が 良
好 に 維 持 さ れ る 。 ま た 、 多 く の 量 の 潤 滑 油 ５ を 保 持 で き な が ら 、 シ ー ル 面 部 ８ の 開 口 端 ７
か ら の 深 さ を 小 さ く で き る の で 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ の 寸 法 長 さ を 十 分 に と る こ と が で き て
高 い 回 転 精 度 や 十 分 な 剛 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 シ ー ル 面 部 ８ に お け る 開 口 端 側 端 部 ８ ａ の 近 傍 箇 所 で は 、 シ ャ フ ト ４ の 外 周 面
と の 間 の 隙 間 が 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ 側 ほ ど 大 き く な る 形 状 で あ る の で 、 回 転 駆 動 時 に は 、
こ の 箇 所 の 潤 滑 油 ５ が 中 間 部 ８ ｃ 側 に 移 動 し よ う と し て 、 潤 滑 油 ５ の 液 面 ５ ａ 近 傍 部 が ラ
ジ ア ル 軸 受 部 ６ 側 に 押 さ え つ け る よ う な 力 が 発 生 し 、 こ れ に よ り 、 潤 滑 油 ５ が 開 口 端 ７ か
ら 外 部 に 飛 散 す る こ と を 防 止 で き る 。 し か も 、 シ ー ル 面 部 ８ に お け る 開 口 端 側 端 部 ８ ａ の
箇 所 で は シ ャ フ ト ４ の 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 極 め て 小 さ い の で 、 こ れ に よ っ て も 、 潤 滑 油
５ が 外 部 に 飛 散 す る こ と を 確 実 に 防 止 で き 、 良 好 な 信 頼 性 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 シ ー ル 面 部 ８ の 形 状 は 楕 円 形 状 で も よ く 、 真 円 で な く て も よ い 。
　 次 に 、 図 ３ は 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 シ ー ル 面 部
８ の 断 面 形 状 が 、 略 円 弧 形 に 窪 む 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 シ ー ル 面 部 ８ の 開 口 端
側 端 部 ８ ａ の 箇 所 に お け る シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 、 シ ー ル 面 部 ８ の ラ ジ ア ル 軸 受
部 側 端 部 ８ ｂ の 箇 所 に お け る シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 よ り 大 き く 形 成 さ れ て い る が 、
シ ー ル 面 部 ８ の 中 間 部 ８ ｃ の 箇 所 に お け る シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 よ り は 小 さ く 形 成
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さ れ て い る 。 ま た 、 潤 滑 油 ５ は 、 そ の 液 面 ５ ａ が 、 シ ー ル 面 部 ８ の 中 間 部 ８ ｃ と 開 口 端 側
端 部 ８ ａ と の 間 に 接 す る よ う な 量 が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ っ て も 、 シ ー ル 面 部 ８ と シ ャ フ ト ４ の 外 周 面 と の 間 の 隙 間 を 大 き く す る こ
と が で き る の で 、 多 く の 量 の 潤 滑 油 ５ を 保 持 で き 、 潤 滑 油 ５ の 一 部 が 蒸 発 す る な ど し て そ
の 量 が 減 少 し た 場 合 で も 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ で は 常 に 潤 滑 油 ５ が 満 た さ れ た 状 態 に 保 持 さ
れ て 、 軸 受 性 能 が 良 好 に 維 持 さ れ る 。 ま た 、 多 く の 量 の 潤 滑 油 ５ を 保 持 で き な が ら 、 シ ー
ル 面 部 ８ の 開 口 端 ７ か ら の 深 さ を 小 さ く で き る の で 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ の 寸 法 長 さ を 十 分
に と る こ と が で き て 高 い 回 転 精 度 や 十 分 な 剛 性 を 得 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 シ ー ル 面 部
８ に お け る 開 口 端 側 端 部 ８ ａ の 箇 所 で シ ャ フ ト ４ の 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 、 シ ー ル 面 部 ８
の 中 間 部 ８ ｃ の 箇 所 に お け る 隙 間 よ り も 小 さ い の で 、 回 転 駆 動 時 で も 潤 滑 油 ５ に 作 用 す る
遠 心 力 が 小 さ く 抑 え ら れ て 潤 滑 油 ５ が 外 部 に 飛 散 す る こ と を 確 実 に 防 止 で き 、 良 好 な 信 頼
性 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 こ の 構 成 に お い て も 、 シ ー ル 面 部 ８ に お け る 開 口 端 側 端 部 ８ ａ の 近 傍 箇 所 で は
、 シ ャ フ ト ４ の 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 、 ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ 側 ほ ど 大 き く な る 形 状 で あ る の
で 、 回 転 駆 動 時 に は 、 こ の 箇 所 の 潤 滑 油 ５ が 中 間 部 ８ ｃ 側 に 移 動 し よ う と し て 、 潤 滑 油 ５
の 液 面 ５ ａ 近 傍 部 が ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ 側 に 押 さ え つ け る よ う な 力 が 発 生 し 、 こ れ に よ り 、
潤 滑 油 ５ が 開 口 端 ７ か ら 外 部 に 飛 散 す る こ と を 防 止 で き る 。 な お 、 シ ー ル 面 部 ８ に お け る
開 口 端 側 端 部 ８ ａ の 箇 所 で は 、 シ ャ フ ト ４ の 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 、 図 ２ に 示 す 実 施 の 形
態 の も の よ り は 、 大 き い も の の 、 中 間 部 ８ ｃ の 箇 所 の 隙 間 よ り は 小 さ い の で 、 こ れ に よ っ
て も 、 潤 滑 油 ５ が 外 部 に 飛 散 す る こ と を 防 止 で き る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 シ ャ フ ト ４ の 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 、 図 ２ に 示 す 実 施 の 形 態
の も の よ り は 大 き い の で 、 製 造 工 程 に お け る 部 品 組 付 け 後 に 、 ス リ ー ブ １ と シ ャ フ ト ４ と
の 間 に 開 口 端 ７ 側 か ら 潤 滑 油 ５ を 注 入 す る 際 、 注 入 用 治 具 の 先 端 を シ ー ル 面 部 ８ が 設 け ら
れ て い る 箇 所 に 比 較 的 差 込 み 易 く な り 、 注 入 作 業 の 容 易 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 潤
滑 油 ５ の 注 入 作 業 後 に 、 潤 滑 油 ５ の 液 面 ５ ａ を 見 て そ の 量 や 充 填 状 態 を 検 査 す る 場 合 が あ
る が 、 こ の 検 査 を 行 い 易 く な る 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ４ は 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 シ ー
ル 面 部 ８ の 断 面 形 状 が 、 略 三 角 形 に 窪 む 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 シ ー ル 面 部 ８ の
開 口 端 側 端 部 ８ ａ の 箇 所 に お け る シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 、 シ ー ル 面 部 ８ の ラ ジ ア
ル 軸 受 部 側 端 部 ８ ｂ の 箇 所 に お け る シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 と 同 じ に よ う に 最 も 小 さ
く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ー ル 面 部 ８ の 開 口 端 側 端 部 ８ ａ と ラ ジ ア ル 軸 受 部
側 端 部 ８ ｂ と の 間 の 中 間 部 ８ ｃ で シ ャ フ ト 外 周 面 と の 間 の 隙 間 が 最 も 大 き く 形 成 さ れ て い
る 。 な お 、 図 ２ に お け る ５ ａ は 潤 滑 油 ５ の 液 面 で 、 潤 滑 油 ５ は 、 シ ー ル 面 部 ８ の 中 間 部 ８
ｃ と 開 口 端 側 端 部 ８ ａ と の 間 に 接 す る よ う な 量 が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ っ て も 、 上 記 実 施 の 形 態 と 同 様 な 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 ま た 、 何 れ の 実 施 の 形 態 に お い て も 、 シ ー ル 面 部 ８ が 、 ス リ ー ブ １ の 内 周 部 に お け る 開
口 端 ７ の 近 傍 箇 所 に お い て 全 周 に わ た っ て 、 つ ま り 一 部 の み の 小 さ な 凹 凸 部 分 な ど を 有 す
る こ と な く 、 な だ ら か な 形 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 こ れ に よ っ て も 、 潤 滑 油 ５ を 、 シ ー
ル 面 部 ８ か ら ラ ジ ア ル 軸 受 部 ６ 側 に 導 入 さ せ る 際 に 、 凹 凸 部 な ど に よ り 潤 滑 油 ５ の 流 れ が
阻 害 さ れ る こ と な く 、 ス ム ー ズ に 流 れ 込 ま せ る こ と が で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 何 れ も 、 ス リ ー ブ １ の 一 方 が 開 口 さ れ て い る と と も
に 他 方 が 閉 じ ら れ て 、 シ ャ フ ト ４ の 一 端 側 だ け が 突 出 さ れ た 構 成 で あ る 場 合 を 述 べ 、 こ の
場 合 に は 、 シ ー ル 面 部 ８ が ス リ ー ブ １ の 片 側 だ け に 設 け ら れ る 。 し か し な が ら 、 こ れ に 限
る も の で は な く 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う に （ こ の 図 ５ に お い て は 単 な る 流 体 軸 受 部 分 を
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有 す る 場 合 を 示 し て い る ） 、 ス リ ー ブ １ の 両 側 か ら シ ャ フ ト ４ の 両 端 部 が 突 出 す る 構 成 の
も の に も 適 用 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 に は 、 同 様 の 形 状 の シ ー ル 面 部 ８ を ス リ ー ブ １ の 内 周
面 に お け る 両 端 の 開 口 端 ７ 近 傍 箇 所 に そ れ ぞ れ 形 成 す れ ば よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 用 ス ピ ン ド ル モ ー タ な ど に 加 え て 、 ビ デ オ テ ー プ レ コ ー
ダ や そ の 他 の モ ー タ の 流 体 軸 受 装 置 に 適 し て い る が 、 そ の 他 の 回 転 部 を 支 持 す る 軸 受 と し
て 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 流 体 軸 受 装 置 の 断 面 正 面 図
【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 流 体 軸 受 装 置 の 部 分 断 面 正 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 流 体 軸 受 装 置 の 部 分 断 面 正 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 流 体 軸 受 装 置 の 部 分 断 面 正 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 流 体 軸 受 装 置 の 部 分 断 面 正 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の 流 体 軸 受 装 置 の 断 面 正 面 図
【 図 ７ 】 同 従 来 の 流 体 軸 受 装 置 の 部 分 断 面 正 面 図
【 図 ８ 】 他 の 流 体 軸 受 装 置 の 部 分 断 面 正 面 図
【 図 ９ 】 そ の 他 の 流 体 軸 受 装 置 の 部 分 断 面 正 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 　 　 　 ス リ ー ブ
　 ２ 　 　 　 　 ハ ブ
　 ３ 　 　 　 　 ス ピ ン ド ル モ ー タ 部
　 ４ 　 　 　 　 シ ャ フ ト
　 ５ 　 　 　 　 潤 滑 油
　 ５ ａ 　 　 　 液 面
　 ６ 　 　 　 　 ラ ジ ア ル 軸 受 部
　 ７ 　 　 　 　 開 口 端
　 ８ 　 　 　 　 シ ー ル 面 部
　 ８ ａ 　 　 　 開 口 端 側 端 部
　 ８ ｂ 　 　 　 ラ ジ ア ル 軸 受 部 側 端 部
　 ８ ｃ 　 　 　 中 間 部
　 ９ 　 　 　 　 ス ラ ス ト フ ラ ン ジ
　 １ ０ 　 　 　 ス ラ ス ト プ レ ー ト
　 １ ２ 　 　 　 ス ラ ス ト 軸 受 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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